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三 和 小 中 学 校 校 舎 新 築 工 事 設 計 委 託  

公募型簡易プロポーザル技術提案書作成要領 

 

三和小中学校校舎新築工事設計委託公募型簡易プロポーザルにおける技術提案書等は、次のとおり作

成する。 

 

１ 技術提案書等の作成 

 ⑴ 技術提案書作成上の基本事項 

   本プロポーザルは調査、検討及び設計業務における具体的な取組方法について提案を求めるもの

であり、当該業務の具体的な内容や成果品の一部（模型写真等）の作成や提出を求めるものでは  

ない。具体的な設計作業は、契約後に技術提案書に記載された具体的な取組方法を反映しつつ、  

発注者が提示する資料に基づいて発注者と協議のうえ開始することとする。 

 ⑵ 技術提案を求めるテーマ 

   本プロポーザルにおいて技術提案評価テーマは、以下に示す事項とする。また、評価テーマの  

すべての項目について様式202－１～202－２に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 技術提案書等の作成方法 

  ア 様式202－１～202－２により作成するものとし、文字サイズは10ポイント以上、書体自由、  

ファイル形式は、Microsoft Word2010形式以下、Microsoft Excel2010形式以下、及びＰＤＦ   

ファイル形式に限る。 

  イ 技術提案書（様式201）は、押印すること。  

 

【テーマ１】効率的な施設配置、機能的な諸室配置に対する提案 

・限られた敷地の中での効率的な施設配置(校舎、校庭、駐車場等)の考え方について 

・利用者の動線、教育上の利便性を考慮した機能的な諸室配置の考え方について 

・校舎建設地から周辺施設（現三和小学校、三和ふれあい館）への有効的かつ安全面に配慮された

動線について 

・小中一体型校舎の特性を活かした教室等の整備について 

 

【テーマ２】児童生徒の安全・安心、周辺地域に配慮した敷地整備等に対する提案 

・バリアフリー、ユニバーサルデザインに対する考え方について 

・自然災害や火災など利用者の緊急事態を想定した施設構造、諸室配置の考え方について 

・校舎内装における地元産木材の活用について 

・周辺環境に配慮した敷地整備、施設デザインの考え方について 

 

【テーマ３】コストの縮減、工期の短縮に対する提案 

・工事の省力化とイニシャルコスト縮減に対する考え方について 

・施設のランニングコスト縮減に対する考え方について（採光、西日対策、断熱性、耐久性等） 

・工期の短縮と工事期間中の周辺住民への配慮に対する考え方について 

・概算工事費について 
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⑷ 作成上の留意事項 

  ア 業務実施方針及び手法（様式202－１）について 

  (ｱ) 業務の実施方針、取組体制、業務実施工程、設計チームの特徴、特に重視する設計上の配慮

事項（様式202－２に記載する内容を除く。）、その他の業務実施上の配慮事項等を簡潔に記述

する。 

(ｲ)  視覚的表現については、イメージ及びスケッチを基本とするが、具体的な各図、透視図、   

ＣＧ及び写真等の表現も可とする。ただし、模型（模型写真を含む。）を使用してはならない。 

なお、具体的表現は有無と手法等については評価対象外だが、内容は評価対象とする。 

(ｳ)  技術提案書の提出者（協力事務所を含む。）を特定することができる内容の記述（具体的な

社名、マーク等、及び名称や視覚的表現等により判別できる設計実績等）を記載してはなら  

ない。 

(ｴ) 四方枠をとり、余白は左側30mmとする。カラー印刷は可とする。 

(ｵ) 用紙はＡ４縦とし、作成枚数は、１枚以内とする。 

(ｶ)  特に重視する設計上の配慮として、「設計を進める上での発注者との協調性についての事項」

及び「工事の工期短縮に向けた材料・工法等についての事項」を求める。 

  イ 評価テーマに対する業務実施方針及び手法（様式202－２）について 

(ｱ)  提案は、文章での表現及び視覚的表現とし、基本的な考え方を簡潔に記載すること。 

(ｲ)  視覚的表現については、イメージ及びスケッチを基本とするが、具体的な配置、平面、断面

等の各図、透視図、ＣＧ及び写真等の表現も可とする。ただし、模型（模型写真を含む。）を

使用してはならない。なお、具体的表現は有無と手法等については評価対象外だが、内容は  

評価対象とする。 

(ｳ)  技術提案書の提出者（協力事務所を含む。）を特定することができる内容の記述（具体的な

社名、マーク等、及び名称や視覚的表現等により判別できる設計実績等）を記載してはなら  

ない。 

(ｴ)  四方枠をとり、余白は左側30mmとする。カラー印刷は可とする。 

(ｵ) 用紙はＡ３横とし、作成枚数は、テーマ１～テーマ３を合わせて２枚以内とする。 

     また、テーマ１～テーマ３を明確に区別し、作成する必要はない。 

   (ｶ) 同要領１⑵テーマ１については、配置、平面図等のイメージレイアウト図を作成する。 

※ 提案する各種動線については、線（矢印）等を用いてイメージレイアウト図に記入する。 

 

２ その他 

⑴ 技術提案書の審査方法について、審査を行ううえでの評価項目等は、「三和小中学校校舎新築工事

設計委託公募型簡易プロポーザル実施要領」による。 

⑵ その他、「三和小中学校校舎新築工事設計委託公募型簡易プロポーザル実施要領」による。 

⑶ 本要領に規定されていない事項が発生した場合は、審査委員会と事務局が協議し決定する。また、

その内容は、必要に応じて技術提案をするもの全員に通知するものとする。 


